
【特許請求の範囲】
【請求項１】符号の系列で表現されたファジイルール群
を記憶する手段と、
ファジイ変数またはファジイラベルの符号に対する入力
可能な順序を記憶する順序則記憶手段と、
前記記憶された順序にしたがってファジイルール群のソ
ートを行うソート手段と、
を備えてなるファジイルールソーティング装置。
【請求項２】前記ソート手段は、ファジイルール毎の符
号のソートを行う手段であることを特徴とする、請求項
１記載のファジイルールソーティング装置。
【請求項３】前記ソート手段は、ファジイルール間のル
ールのソートを行う手段であることを特徴とする、請求
項１記載のファジイルールソーティング装置。
【請求項４】ファジイ変数を表す符号とファジイラベル

を表す符号の組み合わせで表されたファジイルールの群
を記憶するファジイルール群記憶手段と、
ファジイ変数またはファジイラベルの符号についての順
序を定義する定義手段と、
前記定義手段で定義された順序を用いて、ファジイ変数
またはファジイラベルの順序で前記ファジイルール群記
憶手段に記憶されたファジイルール群のソートを行うソ
ート手段と、
を備えてなるファジイルールソーティング装置。
【発明の詳細な説明】
(a)産業上の利用分野
この発明は、ファジイルールを用いて推論を実行する機
能を備えたシステムにおける、ファジイルールのソーテ
ィング装置に関する。
(b)従来の技術
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ファジイシステムにおいては、ファジイルールを記憶す
るメモリ内のファジイルールはなにも操作しない場合、
通常、入力の順に並んでいる。
(c)発明が解決しようとする課題
このため、ファジイルールの開発時やシステムのシミレ
ーションを行ったりする時に次のような不都合があっ
た。

特定の出力信号に関連するファジイルール群の全体像
が把握しにくい。

特定の入力信号に関連するファジイルール群の全体像
が把握しにくい。

特定のファジイラベルまたはメンバシップ関数に関連
するファジイルール群の全体像が把握しにくい。

ファジイルール自身が読みにくい。
そこで、この発明の目的はファジイルール群の変数また
はラベルについて予め定めた順序則を当てはめてファジ
イルールのソーティングを行い上記の問題点を解決する
ファジイルールソーティング装置を提供することにあ
る。
(d)課題を解決するための手段
この発明は、符号の系列で表現されたファジイルール群
を記憶する手段と、
ファジイ変数またはファジイラベルの符号に対する順序
を定義する手段と、
定義された順序にしたがってファジイルール群のソート
を行うソート手段と、
を備えてなることを特徴とする。
(e)作用
この発明に係るファジイルールソーティング装置では、
ファジイ変数またはファジイラベルの符号に対する順序
を定義する手段を設けているために、この定義（順序
則）に従ってファジイルール群のソートを行うことがで
きる。ソートの内容は、例えば、ファジイルールごとの
ファジイ変数またはファジイラベルのソート、またはフ
ァジイルール間のルールのソートが考えられる。このソ
ート結果がメモリ内に再配置されることによって、その
内容を直接表示することによりファジイルールが読みや
すくなり、またファジイルール群の全体像が把握しやす
くなる。
(f)実施例
第１図はこの発明の実施例のファジイルールソーティン
グ装置の構成図を示している。このファジイルールソー
ティング装置は、ファジイルール群を記憶するルール記
憶手段１と、ファジイ変数またはファジイラベルの符号
に対する順序を定義する順序則記憶手段２と、ソート部
３とで構成されている。
本実施例では有効ファジイルールの個数がＮであり、一
つのファジイルールは第２図に示す式で与えられる。ル
ール記憶手段１１１には、第２図に示す式においてファ
ジイ変数とファジイラベルが入力順、すなわち図の左側

から順に記憶されている。
順序則記憶手段２は、図に示すように、ファジイ変数の
符号（ａ，ｂ，…ｚ）に対応する順序数と、ファジイラ
ベルの符号（ＮＬ，ＮＭ，…ＰＬ）に対する順序数が記
憶されている。たとえばファジイ変数の符号がｃの時に
は順序則記憶手段２の表１に従って順序数は３となる。
また、ファジイラベルの符号がＭＮの時には表２に従っ
て順序数は２となる。
上記の表１及び表２の順序則記憶手段２を備えることに
よって、この順序則に従ってルール記憶手段１のファジ
イルールを次のようなアルゴリズムによってソーティン
グしていく。
まず、説明の都合上ＮＵＭ（vij ）の関数を定義する。
この関数ＮＵＭ（vij ）は、ファジイ変数vij の順序数を
出力する。そして、以下の〔ＳＴＥＰ１〕～〔ＳＴＥＰ
４〕のステップからなるソートルーチンンを繰り返して
実行する。
〔ＳＴＥＰ１〕
i)ＮＵＭ（vi1 ）とＮＵＭ（vi2 ）の大小を比較し、
ii)ＮＵＭ（vi1 ）＞ＮＵＭ（vi2 ）ならばＳＴＥＰ３に
ジャンプし、
iii)ＮＵＭ（vi1 ）＝ＮＵＭ（vi2 ）ならばＳＴＥＰ２に
ジャンプし、
iv)ＮＵＭ（vi1 ）＜ＮＵＭ（vi2 ）ならばＳＴＥＰ４に
ジャンプする。
〔ＳＴＥＰ２〕
エラー処理をしてＳＴＥＰ４にジャンプする。
〔ＳＴＥＰ３〕
ファジイルールデータを第３図のように入れ変える。
〔ＳＴＥＰ４〕
処理終了。
ｉをカウンタに置き、上記の動作をＮ個のファジイルー
ルに全てについて行い、ファジイ変数によるルールごと
のソーティングを行う。そして、ソート結果はルール記
憶手段１に再配置して記憶する。
上記の実施例ではファジイ変数に着目したソーティング
を行ったが、ファジイラベルに着目したソーティングも
上記と同様にして実行することが可能である。
更に、ファジイルール間のルールのソートを行うことも
可能である。第４図は後件部のファジイ変数vi3 に着目
してファジイルール間のルールのソートを行う手順を示
している。
まず、Ｎ個の全てのルールについてソーティング処理を
行っていないことを表すために処理済フラグｆをｉ＝１
～Ｎまでクリアする。次に、ソート後のルールを格納す
るためのエリアを用意し、その格納エリアの空き番地を
指定するカウンタｋを１に設定する。ｋ＝１は、ソート
後のルール格納エリアの最初の番地がポインタによって
示されていることを表している。
次に、ｎ３～ｎ９においてソート処理のしていない全て
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のルール内のＮＵＭ（vi3 ）の最大のものを選び出し、
その順序数をmaxvにセットする。ｎ３では最初にこのma
xvを順序数の最大値である２７にセットする。なお、第
１図の順序則記憶手段２の表１での順序数の最大値が２
６であることから、初期値としてこのmaxvをここでは２
７にセットしている。続いて、この最大値maxvを得る処
理を行うためのカウンタ を初期値１に設定し、以下、
ｎ５で未処理のルールを選び出し、ｎ６，ｎ７で最大値
の更新をしていく。Ｎ個のルールについて全てチェック
すると、ｎ１０に進む。
以上の動作で最大値maxvを得ることが出来たために、ｎ
１０以下ではその最大値maxvの順序数のファジイ変数v
i3 を持つファジイルールをソート後ルール格納エリアに
コピーする（記憶する）。すなわち、ｎ１２においてそ
の最大値maxvを持つ１番のルールデータを検出し、ｎ１
３でそのルールデータをソート後のルール格納エリアに
コピーする。コピー先はカウンタｋで表されるエリアで
ある。この動作をやるとそのルールデータに対して処理
済フラグをセットし、更にソート後のルール格納エリア
のポインタを一つ進め（ｋを一つ増やす）、再び上記ｎ
３以下を実行する。なお、上記ｎ１６，ｎ１７の動作に
よって、最大値maxvを持つルールデータが複数個ある場
合にはそれらが全て検出されてソート後のルール格納エ
リアにコピーされるようにしている。
上記の動作によってソート後のルール格納エリアに後件
部のファジイ変数vi3 に着目してソーティング処理され
たルールデータが記憶されることになる。なお、このソ
ート後のデータはそのままにしてももよいが、ルール記
憶手段１に再配置するようにしてもよい。また、上記の
例では後件部のファジイ変数vi3 に着目してソーティン

グ処理を行ったが、ファジイラベルLi3 に着目したソー
ティング処理を行うことも可能であり、更に前件部のフ
ァジイ変数やファジイラベルに着目したソーティング処
理を行うことも可能である。
上記の実施例において順序則記憶手段２のデータは図外
の入力部から任意に入力することができることは勿論で
ある。
(g)発明の効果
この発明によれば、ファジイ変数またはファジイラベル
の符号に対する順序を定義する手段を設けたために、こ
の定義された順序を利用することよってファジイルール
群のソーティング、例えばファジイルールごとの符号の
ソーティングやファジイルール間のルールのソーティン
グを簡単に行うことができる。これによって、複雑な且
つ大規模なファジイルール群であってもその解読が非常
に容易になり、しかも特定の出力信号や入力信号に関連
するファジイルール群の全体像が把握し易くなる利点が
ある。また、順序則は入力可能であるため、使用者の意
図に応じた任意の順序則によるソートが可能である。
【図面の簡単な説明】
第１図はこの発明の実施例のファジイルールソーティン
グ装置の構成図であり、第２図はファジイルールを表す
式の構成図、第３図はソーティング処理を行った後のル
ールデータの変更状態を示す図であり、第４図はルール
間のルールのソートを行う時の手順を示すフローチャー
トである。
１……ルール記憶手段、
２……順序則記憶手段、
３……ソート部。

【第２図】 【第３図】
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【第１図】
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【第４図】
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